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2 特殊金属材料の精密ろう相接術の研究  

機械部 清 高 稔 勝  

要 旨   

ろう付に使用されるろう材は、粉末や棒状のものが大部分であり、ろう付は接合対象材料間に一定の間隔をつくる  

必要がある。今回、精度の良いろう付継手を得るために、ニッケル基のろう材（非晶質箔）を用いて、ろう付条件  

（ろう付時間、母材表面粗さ、ろう付雰囲気）と機械的性質及び組織について検討Lた。その結果、   

①SUS304材とNi基のろう付では、母材粒界へろう材の侵入がみられた。   

②アルゴン雰囲気では、母材表面の粗さの小さい方が引張強度が強い。   

③ろう付時間が短いと気孔が発生し、引張強度に影響を与える。  

は厚さ方向の重ね継手、引張試験ほ長芋方向の突合せ継  

手とし、接合対象材料間にろう材を挟んだ。ろう付性に  

及ぼす因子は、接合用材料の表面粗さ（ェメリー研磨紙  

♯120と＊400）とろう付時間（10、30、50min）及びろ  

う付雰囲気（アルゴソと真空（ろう付時6。7×10‾3pa））  

とした。   

ろう付は、真空加熱炉を使用し、ろう付温度1140℃の  

一定で行った。又ろう付温度までの昇温時間は、1時間  

とした。  

1 はじめに   

近年、各種の棟械・践器では、その苛酷な使用環境や  

性能向上のため各種の機能を備えた金属材料がそれらの  

構成部晶として使用されてきており、今後さらに構成割  

合が増す傾向にある。これら機器に対する材料の鍾．込み  

方法として、各種の接合法があるが、材料の種額の選択  

度が多く、異種材の接合が可能で、材質変化や歪が少な  

い等の特徴を有しているろう付法が最適な接合と考えら  

れる。   

ろう付は、接合対象材料間に接合材料として接合対象  

材料の融点より低い融点のろう材（金属又は合金）を添  

加し、ろう材の融点以上に温度を上げて、接合対象材料  

とのぬれや流れをもって接合する方法であり、上記の特  

徴を有している。   

一方ろう付材は、粉末◎棒状やペースト状の物が大部  

分であり、接合対象材料間に一定間隔の隙間を作ること  

が必要となり精密な継手を作る上で問題となる。   

そこで今回、代表的な耐蝕材料であるステンレス鋼に  

ついてNi基のろう材（アモルファス箔）を使用して、  

ろう付時間¢母材表面粗さ¢雰囲気等のろう付因子とろ  

う付部の性質について基礎的に検討した。  

3 実験結果  

3。1 ろう折部の断面組織及び硬さ分布   

写真1は、ろう材針を使用して、表面仕上げ♯400の  

SUS304を真空でろう付した時の、ろう付時間による  

ろう付断面組織の変化を示したものである。ろう付時間  

10分で、ろう材の母材結晶粒界への侵入が認められ、ろ  

う付時間30分では、粒界侵入の領域が増えているのと同  

時に、ろう材と母材間に合金層のようなものが認められ  

る。さらをころう付時間が増して50分になると、母材側に  

認められたろう材の粒界侵入層が小さくなっているのが  

わかる。   

又今回の実験の範囲では、ろう材の種類とろう付雰囲  

気及び母材表面粗さの違いによる組織での顕著な差は見  

られなかった。   

図1は、ろう材αとβについて、ろう村中心部から母  

材への硬さ分布を示したものである。合金成分の多いろ  

う材αほ、ろう付時間10分でろう付中心部の硬さ500と  

大変高くなっているが、ろう付時間が長くなるとろう材  

βと同様に硬さば、一度ピークを示した後、漸次減少し   

2 実験方法   

供試ろう材は、市販の厚さ38〃mのNi基箔2種額、  

α（C r：7％、Fe：3％、Si：4．5％、B：3。2％、  

Ni：Baり及びβ（C r：15♭2％、B：4％、Ni：  

B al）を使用した。接合用材料はS■US304を使用し、  

組織観察と硬さ試験は30×15×3m汀】を、引張試験はゆ10  

×55m汀】を形状とした。継手形状は、組織観察と硬さ試験  

w56－  



平成5年度 研究報告 大分県工業試験場  

写真1 ろう接部の断面組織  
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図1 ろう接部断面の硬さ分布  
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図2 ろう接部の引張強度  
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3。2 ろう軽部の引渡強度   

図2は、ろう材αとβについて、各種ろう付条件下で  

のろう付時間と引張強度との関係を示す。   

引張強度については、ろう材が流れ落ち、ろう付対象  

部全体を接合できないものがあり、これについては、引  

張強度による母材の絞りを考慮して破断後のろう付部面  

漬から引張強度を算出した。   

ろう材βでは、ろう付時間が増すと引張強度が増した  

－57－   

母材の硬さとなっている。   

これは、ろう付時間が長くなるにつれて、ろう材中元  

素が母材中へ拡散したためと考えられる。   

さらに、硬さの変化幅は、ろう材βは約160〃mあり、  

ろう材αのほぼ2倍となっていることから、ろう材βの  

方が拡散しやすい元素の構成からなると思われる。  






